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令和 5年度岐南町・笠松町総合教育会議 議事要旨 

 

令和５年５月２２日（月）午前１０時３０分から、岐南町中央公民館 学習室で開催した。

その要旨は次のとおりである。 

 

１ 出席者 

  笠松町長      古 田 聖 人 

  教育長       野 原 弘 康    

教育委員      久 納 万里子   教育委員      岩 井 弘 榮 

  教育委員      西   雅 代   教育委員      羽田野 正 史 

  岐南町副町長    傍 島 敬 隆   笠松町副町長       川 部 時 文 

  ＜羽島郡二町教育委員会＞             

  管理監兼総務課長  坂 井 政 俊   学校教育課長    宮 川 浩 司 

  社会教育課長    藤 枝 豊 和    

  ＜笠松町＞ 

教育文化部長    天 野 富 三   教育文化課長    赤 塚 暢 子 

  ＜岐南町＞ 

  住民部長      岩 田 恵 司   生涯教育課長    小野木 崇 夫 

  生涯教育課主査   神 谷 里 衣 

 

２ 次第 

（1） 笠松町長あいさつ 

（2） 羽島郡二町教育大綱及び第４次教育振興基本計画策定に向けて 

（二町教育委員会） 

（3） 意見交換 

 

 ３ 議事 

   （１０時３０分開会） 

生涯教育     それでは全員お集まりですので、ただいまから令和五年度岐南町・ 

課長      笠松町総合教育会議を開催させていただきます。本日は皆様お忙しい

中、本会議にご出席いただきまして、ありがとうございます。今回の

司会進行を務めさせていただきます、岐南町役場生涯教育課長の小野

木です。皆様方のご協力により円滑に会議が進行できますよう努めさ

せていただきますので、よろしくお願いいたします。皆様のご紹介は

出席者名簿と名札にて代えさせていただきます。また、会議中に広報



2 

 

用の写真撮影をさせていただきますことと、議事録作成のため、ボイ

スレコーダーにて録音しますことをご了承願います。 

それでは初めに、町長会会長であります、古田笠松町長がご挨拶を

申し上げます。 

 

笠松町長     おはようございます。お忙しいところお集まりいただきましてあり

がとうございます。コロナも、ようやく一息をついたというか新しいフ

レーズに入りました。学校関係の皆さん、またそれぞれ教育関連の現場

の皆さん、安堵の気持ちを今いだいているかと思いますが、このコロナ

禍の三年間で、本当に色々なことがありました。臨時休校なり、またオ

ンライン授業なり、また各種行事が中止・延期、或いは規模の縮小とい

うことで、この三年余のコロナ禍において、色々な教育現場においても、

様々な負担があったわけであります。そしてこれから元に戻していく

と言っても、三年という長い時間で、社会そのものが変容してしまった

のではないかなと私はひしひしと感じております。その社会の変容と

いうのが、イコール、それぞれの日本人というか私達の意識の変わり方

っていうのも大きなものがあるのではないかと思います。 

   例えばこの学校関係で言いますと、よく最近、新聞やテレビ等でも賑

わしていますが、保護者の方々がＰＴＡとか子ども会に対して距離を

置くような動きが非常に顕著になってきたということ。またＳＮＳの

影響でしょうか、非常に自分たちの主義主張は訴えるが、他の意見はち

ょっと聞かないという、これは学校のみならず社会全体がそういうよ

うな状況になりつつあるという、懸念も抱いているわけであります。今

すぐに子どもたちにどういう、こういった社会の変容が影響を与える

かというのは私自身わかりませんが、ただこれ五年、十年こういったも

のが続いてくると、今の子どもたちが大人になったとき、或いは親にな

ったときにこの日本の社会がどうなるかという強い危機感を、一方で

感じているわけであります。この総合教育会議におきましては、もちろ

ん今、目の前にある課題も重要ですが、五年、十年、そして二十年とい

う長いスパンでこの羽島郡の教育をどうするか、どういった子どもに

育って欲しいか、そういう視点を、踏まえながら、皆さんから活発な意

見、或いはアイデアを頂戴できたら、大変ありがたいと思います。 

それでは限られた時間でありますが、充実した会議になりますよう、

祈念いたしまして私からのご挨拶とさせていただきたいと思います。 

よろしくお願いいたします。 
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生涯教育      ありがとうございました。続きまして、傍島岐南副町長からご挨拶 

課長      いただきます。 

     

岐南副町長    皆さんおはようございます。 

この度は、小島町長の一連の報道によりまして、皆様に大変なご迷惑

をおかけしておりますことをまずもってお詫び致します。今後におき

ましては、岐南町といたしましても第三者委員会を設置して、事の真偽

を確認しつつ、色々な調査をしていきたいなと思っておりますので、ど

うぞよろしくお願いいたします。 

 

生涯教育     ありがとうございました。それでは本日の議題に入らさせていた 

課長      だきます。本日は、羽島郡二町教育大綱及び第四次教育振興基本計画策

定に向けてについて、二町教育委員会から説明をしていただきます。 

         それでは羽島郡二町教育委員会野原教育長お願いいたします。 

 

教育長      改めましてこんにちは。本日はありがとうございます。令和五年度の

総合教育会議でございますけれども、本日のテーマでありましたのは

羽島郡二町教育大綱及び第四次教育振興計画の策定ということをあ

げさせていただきました。現在、第三次教育振興計画に基づいて教育

実践されております。五年間、各年、毎年ですけれども、それを振興

計画に基づいて、各町の方には、点検評価委員の方で審議をされた内

容を、資料をもってご説明さしていただいているところでございます。

その期間も、今年で終わって、そしてまた来年度から新しい振興計画

がスタートするということで、本日は、皆様方から、多面的多角的と

いいますか、幅広い観点からご意見をいただければありがたいなとい

うふうに思っております。資料の説明を簡単にさせていただきます。 

          

         （資料説明略） 

         

         羽島郡といたしまして少し、私が、学校教育会議総会の中でお話を

さしていただいたことを、少しだけお話をさせていただこうと思って

います。 

      こちらの資料に基づいてお話をさせていただきます。 

先ほど古田町長さんの話もありましたが、コロナがあけて元に戻す

という感覚ではなく、やっぱりそこから見えてきたものをきちっと取

り入れながら、新しいものを作っていくという、そうした教育活動を
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展開して欲しいな、そんな願いでお話をしました。スライドに番号が

振ってないようで申し訳ないのですけれども、左上から一番、右へ行

って二番下へ行って三番というような形で簡単に触れます。 

一番目のスライドについては、学校でやるべきことは何かというこ

とを明確にしたいなということを思っていて、特に青色で示した辺り

を学校として取り組んでいきたい。ただ、もちろん軽重があるので、

その辺の軽重をつけながらそれについて具体的に話をしたというこ

と、そしてもう一つは、子どもが育つ場というのは、学校だけではな

いと言うことです。自分の反省でございますけれども、私が教員の時

に、担任を持ったら、この子たちは私が育てるのだと独りよがりの強

い思い、ある意味良いプライドなのか、悪いプライドなのかわかりま

せんけども、そんな気概を持って、他の先生方には指導を受けないと

いうところが自分の中にありまして、そうではなくって、本当にみん

なで育てていくという、そういった視点を、先生方にやっぱり持って

もらって、学校だけじゃなくて、地域でもいろいろ学ぶ場があった、

学んでいるのだよ。家庭の中でも学んでいるのだよ。そのことを理解

した上で教育活動を進めてね。ということは最初にお伝えをしまし

た。 

二つ目のスライドです。これからの時代、人口減少であるとか 

ＡＩ、ＩＴなどの進化、或いは目先不透明な時代その中で、最適解を

求めると言われています。国の調査で一歩先いく一八歳の子どもたち

の意識を見たときに、精神的な幸福度の低さとか自己肯定感の低さと

かもう一つは主義主張について言われています。先ほど古田町長さん

の話ではないのですけど主義主張はするよ、でも自分に振り返ってみ

ることはなかなか言えないところもあるとおっしゃいましたけれど、

そういったところも一つ大きな課題になってくるのかなあと。そうい

ったことを踏まえたときに、私はやっぱり、まず当事者意識、自分の

問題なのだという、自分のことなのだという意識をもつこと、そして

主体的に物事に向かう。或いは様々なことで考えを生み出す。互いに

伸長し認め合う、これは言われた通りするっていうわけではないので

すけれども、考えをきちっと聞く或いは多様に回る。そうしたことを

子どもたちに勧めさせていかなければならないと感じています。学校

教育でやることは、一つには個性の伸長を図る教育活動を推進する。

二つ目には、誰もが共通に持つ資質・能力を育む教育活動を推進す

る。三つ目にはサポートといって、個の困り感に応じた指導・支援を

する。特に中心となるのは Common の部分だということで二番目から
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説明をいたしました。この「誰もが」っていうことでぜひこれは事業

の主体的対話的で深い学びと言われますけれども、授業オンリーでは

なく、子どもの生活全て、活動も全てその中に含まれるという捉えを

是非して欲しい。そして主体的な学びを進めていく上では、是非自分

で決める、自己決定をする、自己選択する、自分で決める財源にこう

いう知識を持ってことにあたれるという、その辺りをぜひ大事にして

欲しいということ。或いはあとは、学習への興味関心様々な事柄に興

味関心。これ面白いからやろうではなくて何故面白いのかっていうよ

うな知的好奇心をくすぐるようなそんなことを、先生方はアイデアを

注いでほしい。というようなことを話しました。対応的な学びでは、

五十分、四十五分間まっすぐ前を見て、先生の話を聞いている授業は

もう終わり。やはり自分たちで考えたものをきちっと、ただ小グルー

プで話し合いをしながら、当然自分で、発信をすることが大事だし、

友達や仲間が言うこともきちっと聞いて企画をして、課題とかそうい

うものを深めていけるというそういったことが大事だ。是非そういう

場を設けて欲しい。答えが一つじゃないとかいうのは、世の中にいく

らでもあるので、一つじゃないことに対してどういう答えが一番いい

のかということを皆で相談をしながら話し合いながら求めていくよう

なそんな通話が大事だなと。深い学びのところでは、是非学習前と体

験後、学習後の自分を比較して、こんなところが自分が成長したなっ

ていうような自己評価、自分が自分で評価する。そのあたりを大事に

して欲しいと話をしました。そしてこれらのことを進めていく上で大

事にし、絶対になければならないのが、お互いに認め合って、それぞ

れの存在をきちっと認め、そして話を聞くそういった風土が醸成され

ないときに、この学びは成立しないと。その学びを成立するために

は、先生方の集団、職員集団の中に、報道でもありましたけど、あの

ようないじめのような世界があれば、絶対子どもたちが、育たない。

教えなくても、その職員チームの向上心とか、風土があれば、子ども

たちが自然に身についていくもの、是非その辺の働き方改革と絡めて

大事にしてほしいと話をしました。三番目のサポートについては、個

の困り感に応じた指導支援をして欲しい。簡単に言うと、視力が悪い

人が眼鏡をかけたら、ものが見える。そうしたら、学校でできる支援

についてはその子の理解をして、是非その後の学習環境がきちんと整

えられるようにして欲しいと。できなければ、関係機関とつなぎなが

らその子が充実した生活を送れるようにして一人一人の理解をしてい

くことの大切さをお話ししました。最後チャレンジの部分でいうと、
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これは学校でも特色あるという活動をしておりますが、ちょっとこれ

は軽重からいくと軽の部分になるかもしれませんけど。ぜひ地域へ出

してくれ、いうことをお願いしました。「わくわく」であるとか「G

さうす」であるとか様々な職業体験であるとか地域はまだまだいっぱ

いあるので、是非そういったところでも、学校の学びを受けさせる意

味でも出して欲しい。そういった話をしました。 

 そういったことを総じて、子どもが育つ場っていうのは学校だけで

はなくて地域そして家庭、そしてもう一つ行政というのも、大きな関

係をしてくるこの四者が連携をとりながらこのベクトルのある繋がり

が、子ども家庭庁の発足に該当する部分かなと思って。これは四月二

十日に先生方に話をさせていただきました。 

       初めの話をするかどうか迷ったのですが、とりあえず今の私の思い

を伝えさせていただきながら、それぞれの立場で、子どもたち、地域

の方々、保護者を目の前にされたその姿を見かけて思っていらっしゃ

る思いを語っていただきたい、それをうまく形にできるかは、何度も

何度も、推敲しながら、大綱及び振興計画のほうに反映さしていきた

いと思っておりますので今日は書き足らない思いを語っていただけた

らと思います。どうぞよろしくお願い致します。以上です。 

 

生涯教育      ありがとうございます。 

課長        続きまして、学校教育課、宮川課長、よろしくお願いいたします。 

 

学校教育      学校教育課長宮川でございます。先ほど教育長からお話がありま 

課長       したように、今学校現場でどんなことが起こっているか、これからの

ことを考えたときに先週校長会の方に参加した話をしようかと思いま

す。学校現場の方では、まずは子どもたち、一人一人を大事にすると

いうことがミニマムスタンダードでこんなことがきちっとどの先生も

できればいいのではないかということで、授業手法や学び方について

の部分で共通理解を進めてまいりました。どの先生も同じようにルー

ルを守りながら、きちんと学び方を教えていくということを学校現場

では考えつつ、この総合教育会議の中では、できれば、未来について

ということで昨年度まで、私の方は、文部科学省研究開発学校を担当

させていただいておりましたので、十年後の学習指導要領について考

える場がありました。そのこと少しお伝えさせていただきます。先ほ

ど町長さんの方から、これからの世の中どうなっちゃうのだろう、変

容していくなんていうお話をいただきました。常にそういった、十年
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後の学習指導要領考える会議ででていたのは、やっぱりこれから予測

不可能な十年後どうなるかわからない時代でありながら、それでいて

その中で対応できる人間性を育てていきたい。ただ、実際どうなのか

って言われた時に、自己肯定感が弱いとか仲間関係が希薄になってき

ているそういった中でどんなことやっていけばいいのかっていうなか

で、教育長から示された資料にあるウェルビーイングや特にＯＥＣＤ

の方からでている経済開発機構の学びの羅針盤の方などを見ながら、

実際根拠となる未来の本文はなかなかないのですが、そういった中

で、ウェルビーイングっていうことを使いながら、我々の方は自己実

現できるものにしていくためにはどうしたらいいかというのを考えて

いました。教育長の方から出ていました資料の中に、大きく三つその

中で言っていました、校長会の方でも、確認したことですが一つは問

題解決。自分で出来ることはさせてあげたい。プレゼンの中の三つ目

の最適解のところです。どうしても子どもたちが正解を求めたがる。

最適解を求める。折り合いをつける。そういった力をつける。そうい

ったことを考える。子どもたちも親さんもやっぱり正解を求めてしま

う。ただ正解が一つではない。その場で、その時で一番いいもの何か

な。もう一つは関係構築力をしっかり育ててあげたい。この資料の右

側の部分、主体的対話的な学びの部分、そして主体的対話的、要は正

解を求めるために一つ一つ、持っている力もちろん日本人の特性とし

て素晴らしいと思っていますが、関わりながら、わかっていない子を

わからせてあげる。またわかっている子はそういった説明をすること

でより深い理解に変わっていく。そういったことで、色々な多様な仲

間同士で学びを深めていけるような子どもたちでありたい。もう一つ

は、最終的には、その子たちが本当にみんなを幸せできるような人間

性貢献できる人間であるかということが、求められています。ウェル

ビーイングという発想に繋がっていくことだと思いますが自分が幸せ

になることが仲間の幸せなるのか、仲間を幸せにすることによって自

分が幸せになるかっていうのは、後先いろいろな考え方があると思い

ますが、子どもたち自身が、欲は持ってはいけないわけではないです

がそれだけではなくて、皆を幸せにできるような人間。未来を考えら

れるのは、学校であると思っています。そんな形で、ぜひ今日ご意見

いただきたいことを求められるのはありがたいと思いますのでご意見

いただきたいと思います。 
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生涯教育      ありがとうございます。次に、社会教育課藤枝課長、お願いいたし 

課長        ます。 

       

社会教育      社会教育課長藤枝です。よろしくお願いします。 

課長        冒頭の教育長の話にもありましたように、子どもたちが学ぶ機会、

成長する場は学校だけではなく、家庭や地域がとても大切な学ぶ場で

あると思います。そして地域と学校をつなぐという点で、学校運営協

議会というのが大変重要な場であると考えていますので、こちらの学

校運営協議会の充実を図りながら、地域の皆様にも当事者意識を持っ

ていただき、笠松町、岐南町、すでに地域で学ぶ場たくさんあります

ので、それらをうまく子どもたちの成長の場に生かし、整備、そして

発展さしていきたいと思っています。皆様またご意見よろしくお願い

いたします。 

 

生涯教育      ありがとうございます。次に教育委員の皆様から順にご意見を伺い 

課長       たいと思います。久野委員さん、よろしくお願いいたします。 

 

久納委員      教育委員の久納です。よろしくお願いします。 

私もちょっと意見がまとまらないところがあるのですけれども、町

長さんがおっしゃられたようにコロナの時代を通して教育の仕方がす

ごく変わったと思っておりまして、私自身も理解する形で自分の中に

落とし込むというのに必死なのですけど私が考えるのはまず、今前提

にされているのは個の実態に応じた学習支援が必要であると言われて

おりまして、この間新聞なんかでも、今までは学習する場は学校であ

るという大前提であったのが今は学習する場は個の実態に応じて選択

できるに変わってきているというようなことが書いてありました。指

導に応じて教育的配慮が大事である。なるほどそうだと思いますし、

そういった土台作りというかその子を取りこぼさないような土台作り

が大事だとは思うのですが、それが主になってはいけないというかや

はり私の中では学校に来て皆で一緒に学習するのが理想だと思ってお

ります。今回の次期教育振興基本計画の方向性ウェルビーイングにも

書かれていますけども他者のことを認め合うこと、大事にするという

ことも社会性を養うということも学校で学ぶべき大きな一つのことな

のでより魅力的な学校づくり、来たくなるような学校づくりと言うよ

うなことを考えてほしいなあと思います。それには先生たちが自分の

指導に自信をもって楽しんで指導できるそういうようなことも必要だ
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と思っております。この間、市町村教育委員会のほうからでも会合に

出席させていただいたときの話にあったのが個々の実態に応じた学習

環境が必要である中で生徒の個々実態に応じただけではなくて、教師

の個々実態に応じた教え方もある。だからここの先生はこういう指導

が最適だというのがあると思うのでチームで考えて魅力的な学校づく

りをしていったらいいというお話があって「なるほどなあ」と思った

次第です。もう一つは IT の普及に伴って学習の仕方がすごく変わっ

たと思っています。最初のころはタブレットを使う、電源をいれる状

態から始まって、今はタブレットを使って色々なことが出来るように

なっておりまして、私も授業参観を見させてもらって日々驚き、先生

も上手に使っていらっしゃるなあと思って頭が下がる思いです。一方

で私の周りにいる人だけかもしれないですが、基本的な読み書き計算

の力が非常に落ちているようにも思われます。一部の人だけかもしれ

ないですけどもそれは漢字読めなくても検索すればでてくるからこだ

わらなくていいのか、もうちょっとやったほうがいいのかそこのとこ

ろが私もまだよくわからないので先生たちや、学校のほうでこれは今

後こういう勉強法があるのでここまではやってほしいけれどもそれ以

上のことは必要ない、新しい考え方で学習をやっていくのだよ、とい

うことを先生たちのほうから、子どもたちや保護者に伝えていただけ

たらなあと。私でこれだけ色々悩むので保護者の方々もこの子これは

これだけできるけど、こっちはこれだけ出来ないのだけどどうなのと

思っている部分が多々あると思われますので、学校のほうからこうい

う指導方針を勧めていただけたらとありがたいなと思います。以上で

す。 

 

生涯教育     ありがとうございます。岩井委員さん宜しくお願いします。 

課長 

 

岩井委員     それじゃ、私も思いつくままですが、お話させていただきます。 

児童生徒に限らず、今のいわゆる青少年にすごく大きな影響与えて

いるのは、日本の少子化だということです。子どもが少なくなったこ

とによって親は自分の子の中心主義に明らかになっている。過保護に

なっている。その結果、子どもたちは、自立心に欠けて、精神的な確

立がない。多分これからの世の中はわからない、誰も予測できないで

すが必要なのは単なる知識とかそういうレベルではなくて、生き抜く

ような逞しさだと思うのです。そこを何とか見つける場として、学校
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は一つのバナーであることは間違いない。ただ、それだけではないと

いうのは、冒頭教育長のおっしゃった中にあるように家庭にあるし、

地域にあるし、そんなところも、小学校で語らなきゃいけないかなと

思うのです。少子化の結果何が今起きているかっていうと、児童生徒

は学校に幼児は幼稚園及び保育所に、要するに全部託児所化している

と思う。親がぶん投げている。家庭での教育っていうのは、そもそ

も、もう他人任せになっている。そんな家庭が結構多いのではないか

なと思うのですね。特にこの岐南、笠松両町の家やアパート等に住ん

でいるような多くはそんな家庭が結構あるように思います。そういっ

たってどうするのだということが一番の課題かなと私は思う。 

ちょっと私事なのですが、私は一番下の孫が今年の春、関東の中高

一貫校に入学しました。そこの校長先生が入学式をやるとき親に向か

って言われたのがただ一つ、子離れをしてください。勉強のべの字も

なくて、親はまず子離れしてください。中学一年生って朝早く多分六

時半に起きなくては間に合わないようなのですが、それでも寝すぎて

も起こさないでください。自分で起きるから、任してください。そう

いうことをやはりやっていかなければいけない時代になってきたかな

と思うのですね。そういったものを身に着けるのは多分学校だけでは

先ほどから色々な教え方とか色々な教育の一番として色々なことがあ

りますけど、それだけでは絶対不足でして、やっぱり地域での色々な

活動だとかいうものは絶対やるのだと。必要でやっていかなくてはい

けない時代になってきたかなと思うのですね。要するに次世代を含め

て揉まれなくてはやっぱりだめだ。そういう場を積極的に作っていか

なければならないが、幸い岐南町も笠松町も色々な諸団体がそういう

活動やっている。それを受けての行政から支援については、そういう

こともやっぱり必要になってくるかなと思っています。合わせて、こ

れ行政の方にお願いもありますけれども。もう今や幼児から義務教育

までずっと見ていますと、こういう部局と福祉局との関係は非常に難

しいところに来ていると思うのですね。割と子育てという面から言う

と、どうしても福祉の面と教育の面と両方見ていかなければいけない

じゃないですか。限界があるのを感じます。ですから、このあたりが

本当にもう家庭庁の発足じゃないですけども。やっぱり教育という教

育は子育てといった方がいいですよね。この辺りはそういう部分だけ

を、統一して一本化してもらってもいいのかな、そんなことをお願い

申し上げたいと思います。 
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生涯教育課    ありがとうございます。 

課長       西委員さん、よろしくお願いいたします。 

 

西委員      教育委員の西です。宜しくお願いします。考えが決まってないです

がここ数年コロナ禍で中学生の職業体験がなくなってしまって、代わ

りに職業講話になっているのですけどやはり実際体験したのと聞くの

と違うので体験に勝るものはないなと思っています。話がずれるので

すけど去年、一昨年の広報でその時の成人式か何かで二十歳の子で岐

南町に望むことが載っていたのですが、中学生ぐらいまでは関わりが

あるけれど、高校生、大学生となると、もう関わってもらえないみた

いなことが書いてあるのがすごくずっと私頭に残っていて。幼児教

育、幼児とあと高齢化で、高齢者の方にとかいうのはすごく目をつけ

られて、小中学生もやっぱり教育委員会とかでいろいろいろいろ指摘

して直したりすることはある。結構高等、大学に行っちゃうと関係な

いというか、もうせっかく今まで岐南町と笠松町で育ってきたという

のをパッともう手放しちゃうというか、なので、何かその方向性を高

校生、大学生の子たちをうまく何か関わってもらってその町を良くし

ていってもらえないかなっているわけです。例えばどうして進学した

のかとだから私はこういうことをやりたかったからこういう道を進ん

でいるとか、そういうのを下の子たちに伝えてあげるっていう場もあ

ったら面白いなって思う。大人の方に聞くよりも、結構この中学生ぐ

らいの先輩のことって心に響いたりするのでその年代の子たちをうま

く、町に入れて、一緒に活動できたらいいのではないかなというかと

いうのをすごく思っています。その人達がここで交流して育っていっ

たら、岐南町でまたその子たちがいろいろ仕事をすることで、町全体

がすごくいいふうに変わっていくのではないかなって私は思っていま

す。義務教育が終わっちゃうけどうまくその人達を指導してもらうと

いうか、下の子たちを指導してもらえるように使っていく、言い方悪

いですけどそういう方法があったらいいなっていうのを感じていま

す。すいません、考えがまとまってなくて。 

 

生涯教育課    ありがとうございます。 

課長       波多野委員さん、よろしくお願いいたします。 

 

波多野委員    失礼します。教育委員波多野です。よろしくお願いします。今色々

言われましたが、間違っていないと思いますけども、まず岐南町笠松
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町の方にいい部分が、あると思いますので、そういったものを生かし

ていただけるというか、指導していかれればいいと思いますし、特

に、今色々な日本のよさを忘れてしまって外国のことを取り入れすぎ

て、非常にあと、外国とつき合っていくにはそういうことが大事なの

かもしれませんが、日本の一番今まで培ってきたものをもっと主張し

た方がいいのではないかということを常に思っております。それとあ

と、自己肯定感を出せるような教育ということ、やはり他国に比べる

とう日本はまだ低いということをいわれますが、私も実際、色々なこ

とを肯定できるようになったのは、社会人になってからぐらいでずっ

と劣等感を持った状況でずっと少年時代過ごした用な気がしますし、

ただ劣等感等いう風にみえますけども、人からは、そんなふうには見

られてなかったのです。自分の中で何か自信をもってこうやれるよう

なことが、つくれなかったなあという自分の若いころを見るとそうい

う風に思いますが、ただどうやって、自己肯定感を高めていくのかと

いうところを考えますと、大学行った同級生なんかは、見ているとほ

んとに自信をもってやっている人間から劣等感持った人間からそうい

う仲間が集まってきて自分に自信持っているやつの行動なんかを、見

て自分もああいうふうにやったらいいなあと私もああいうふうになり

たいとしたら、少しずつ変わってきました。そういうのは、中学校か

らですね、幼稚園、小学校、中学校、高校と、そういう意識を持っ

て、学校生活を送っていけると、変わっていけるのではないかなあと

そういうことを教えるようなことじゃないかなあと思います。それと

取り留めない話で申し訳ありませんが未来を予測できない世というこ

とですが、私非常に思っているのは小学校の社会の時間にこれから、

人口は増大して、食糧危機がおきるぞと、これが少子化になるなんて

ことを誰も教えてくれませんでした。私今七十歳ですから、私の小学

校の時から、すでに未来を予測できるようない社会ではなかったので

はないかなと思います。だから今始まったわけではないと思うのです

ね、未来を予測できないというのは。いかにも今そういう時代になっ

たみたいなことを言われますが、未来のことはすでに昔からただ予測

できるような、時代ではなかったのではないかなと思います。それか

ら英語の力が必要だと今になって小学校で、英語をやっていますが、

私の小学校の時から英語は大事だからやれって、授業ではなされてい

ましたが、大変遅れている。そういう大事だろうけれども、出来なか

ったのはやっぱり教育がしっかりとされてなかった。それが原因で例

えば人によって違うと思いますがぺらぺら話せる人もいる。今は卓球
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の選手がぺらぺら中国語を、話している映像が出ていましたけどやっ

ぱり環境に、おかれるといろいろ必要に迫られて出来るようになると

思いますし、私、スポーツ科学センターというところで私専門がスポ

ーツなのでそこにいたときに、外国の指導者を県が何人か雇っていま

した。そうすると、その人たちは、あっという間に日本語を話せるよ

うになります。本当に必要迫られて、やらなきゃならんということに

なると絶対に。日本の招待選手なんかに通訳をつけているのですが英

語をしゃべってワイワイやっている状況をみるとそういうふうな必要

に迫られるとやはり人間変えていくと思います。そういう状況をつく

り出していくような作業をしていただけるといいかなと思います。 

もう一つだけ言わしていただきたいのは、今格差社会といえば、非

常に経済的にも格差がある状況になっていますが、特にこの岐南町の

方、非常に人口が増えるというのは、東小学校なんか校舎作ったぐら

いですが、格差が非常にあってそういう子どもの教育の親の姿勢も、

非常に格差がある。だから塾に通わせることが出来る親から出来ない

親がいると思いますのでそういうところの格差を、いかに子どもたち

に影響ないようにしていくかという非常に大切なことではないかなと

思います。大変難しい問題ではありますが。あと、また学校に行きた

くないというような子について、実際、自分の子を見ていて、自分の

子どもは全然学校行きたくないなんてことはなかったのですが、実際

私は、小学校のころずる休みよくしましたし、学校行きたくないとい

う意思がある時期が実際ありました。私は、学校行きたくない理由が

色々あると思いますがそういうところ家庭状況だけじゃない色々なと

ころの問題があると思いますので、そのへんのところは二町教育委員

会、私教育委員になって色々一生懸命色々やってくれるなあと感じて

おりますが、そういった子どもたちにも厚い支援をされておるのでこ

れからもやっていただけると子どもたちは良くなっていけると思いま

すので、よろしくお願いいたします。 

 

生涯教育課    ありがとうございます。 

課長       続きまして、川部笠松副町長、よろしくお願いいたします。 

 

笠松副町長    笠松町副町長川部と申します。先週金曜日に町の防災会議がありま

して、教育長にも来ていただいているのですが、すごい冊子で 1.5cm

ぐらいの分厚いやつで本当に視点を絞らないと、防災に何に力入れて

いるか全然わからない。総合的なものですので。教育の面も、私思っ
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ていること一つだけでして。二町の先生方には是非働き方について、

精神的に体力的にも余裕のある環境を作っていただきたいなと思って

いるところです。そして少しでも、子どもたちと触れ合う時間、それ

から時代が変わっているということで、リスキングというか学び直し

の時間にあてていただきたい。それからもう一つはですね、先生の思

いを子どもたちに伝えていただきたいと思います。私は岐阜市の端っ

この柳津町の境川中学校というところ出身なのですが、30 歳前後の若

い先生ばかり、型破りの先生ばっかりで、かといっていい加減かとい

うとそうでもなくて、最後は校長先生とか、この学校教育課長も就任

されましたので、立派な方だと思うのですが、授業の方は脱線しまく

りでした。若いのですが、結構人生経験を教えていただいて自分の考

えをはっきり話されていましたし、体育の行事、色々な行事がありま

したが、運動会とかクラス対抗の授業ですが、結構今はないかと思う

のですが、あと生徒と先生が競争するような競技もございまして、本

当に一生懸命やってきました。次の日は体が痛くてしょうがない、そ

ういう一生懸命さを結構学ばさていただきました。私今も昔も素直で

すので、当時の先生方の人生経験や一生懸命さを後の人生で学ばさせ

てもらったかなと思っています。そういうことで最終的に子どもと向

かい合うのは、先生一人一人ですので、是非そういった環境を作って

いただきたい。行政は、必要な限り、ＩＣＴの環境とか整えさせてい

ただきますが、最後はやっぱり先生です。その辺りよろしくお願いし

ます。取り留めない話でしたが、終了いたします。 

 

生涯教育課    ありがとうございます。 

課長       続きまして、傍島岐南副町長、よろしくお願いいたします。 

 

岐南副町長    傍島副町長でございます。発言の機会をいただきまして、ありがと

うございます。冒頭のごあいさつで町長さんのご挨拶にもありました

が、このコロナがあけて、コロナ後の教育というのですか、社会全体

が、コロナ以前に、もう戻ることはないだろうというふうに考えてお

りまして、また一部分戻ることも当然あるかとは思いますけど、また

新たなルールづくり、仕組みづくりっていうのが、必要になってくる

ではないかなと思っております。教育に関しても、一緒で、コロナの

関係で、一人一台タブレット、皆さん配られましたが、そのタブレッ

トを三年間使ってみて、今後どうやって使っていくのだということ

も、当然念頭に置いて、一年生から六年生或いは中学生、それぞれの
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使い方があると思います。また今後、ＡＩっていうものがどんどん発

達していきますと、ひょっとしたら知識はＡＩから教えてもらうので

はないかって言うか、先生ではなくてＡＩから直接学ぶっていう機会

も、また、出てくる可能性があります。その時に、学校の先生教師の

方は何を子どもたちに教えていくのだということも、教師でなけれ

ば、人間でなければ、教えられないこということも、当然分けて考え

ていく必要があると思います。タブレットがあることによって、一部

の不登校の子でも、教育の機会を当然得られますし、自宅でも可能で

あるというふうにはなってきますけど。ただそれが全ていいかってい

うことも、検討していただきたい。学習の機会は奪ってはいけません

っていうかどんどん提供してあげたいのですけど、本当にその学び方

がいいのか、或いは、良くないのかというのはこれからまた社会の中

で問われていくことなろうかと思う。通級の言葉、特別支援の学級の

子も含めまして、それぞれに合ったそれぞれの学習方法というのがど

んどん選択肢が増えてきておると思います。そういう機会も、たくさ

ん出てくると思いますので、その辺は皆さんとまた協議しながら、少

しでもいいように、子どものためになるように、例えば子どものニー

ズっていうのは、いかに把握して、学習機会、或いは学習の場を提供

していってあげるかって言うのが大人の仕事であると思っております

ので、どうぞよろしくお願いします。 

 

生涯教育課    ありがとうございます。 

課長       古田笠松町長、よろしくお願いいたします。 

 

笠松町長     皆さん示唆に富む意見、いろいろ頂いて勉強になりました。私なり

に普段考えていること、少し話させていただきます。今子どもたち非

常に色々な課題を抱えていると思いますが、ちょうど教育長さんが作

られたペーパーのところ、この自己肯定感の低さと言うところ、精神

的な弱さとかも、一番大きな課題ではないかなと思っています。それ

らはどこからきているのかというちょっと根源的なところを見つめて

いきたいなと思うと私これ言うと何かお前国粋じゃないかと言われる

のですが、これ日本のプラットフォームというか、生き方の軸という

のが今日本人見失っているのではないかなあと思います。かつては武

士道というのがありましたし、中庸というがありまして、戦後、そう

いったものは軍国主義だっていうふうになって、私なんか誤った考え

方だと思うのですが、そういうのを否定していました。かといってア
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メリカとかヨーロッパといった教育の理念では、アメリカ、ヨーロッ

パは宗教のキリスト教が関わってきますが、それをまず入れずに、表

面的な制度だけ取り入れてしまうっていうならアイデンティティもな

ければ軸もない中で子どもたち、我々、私も含めて教育をされてきた

と思うのです。でもそれ何でうまくいったかというとそれは経済成長

があったからです。国が豊かだった、経済が豊かだった。全てがお金

で解決できる、だから経済的な受け口があり、ジャパンアズナンバー

ワン、世界第 2の経済大国というこういう自信があったから、そうい

ったものを素材にしていけばいいのだとしていた。だから昔、モーレ

ツ社員とか、働くことが美徳、会社で一生懸命働いて給料たくさんも

らって、奥さんや子どもを養うことが、これは立派な社会だと。大人

だってそういうような価値感があった。ただバブルが崩壊して、もう

いま日本は先進国の中でも非常にまだまだＧＤＰはナンバースリーな

のですが、一人当たりで見ると、もう二十数位というのを、一流国じ

ゃなくて中流国です。そういった現実を見ると、根幹としては経済大

国という自信がなくなってしまい、そして、いまだにどういった国に

していくのかということがもやもやしながら技術的に少子化対策とい

っても、言葉は語弊がありますがばらまくことによって子どもが、増

えるのではないかという、表面的なものにとらわれ過ぎているという

ところが、今この社会の中、言い方失礼ですが、戦後教育の、ツケが

今回ってきて、考えてみれば八十年も同じ教育をしていれば、当然こ

の社会の変容っていうのについていけないと思います。社会の変容と

申しましたが、その変化に柔軟に対応するにはやはり軸がないとでき

ないと思います。軸がないからあっち行ったりこっち行ったりしてそ

の中で迷う人たちができている。そしてそれが一番煽りを受けるの

が、まだその精神的に未熟な子どもたち、或いは青少年ではないかと

思います。よく、どこにも持続可能という話があります。「持続可

能」皆さんいろいろイメージされると思いますが、私一番わかりやす

い例は、商売人ですから、老舗です。老舗百年、二百年の会社、お店

があります。それらはどうして持続可能になっているか、というと、

そこの売りの商品がある、或いは売りのサービスがあって、そしてそ

の軸があるからこそ、売りがあるからこそそれを時代に合わせて、

色々なバージョンを変えて、そして、どんどんどんどん発展して、今

でも残っている。ただ闇雲にその場その場で流行っているものの商品

を作ったり、流行りのそういうサービスを出しているとこは、やっぱ

早晩十年二十年ともたず潰れると。私今日本というのはそういうよう
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な軸がなくて、漂流している社会っていうのが、今非常に、大きな課

題というか、ものすごく今大きな問題ではないかと思います。 

ちょっと先生方にお聞きしたいのですが、今高校っていうのは倫理

社会という授業があるのですか。哲学とか宗教の基本的な知識を学べ

るのですが、西洋哲学とか。 

 

学校教育課長   一年生に対して現代社会とか。さらに選択になるのですけど、そち

らのほうを学んでいく。 

 

笠松町長     やっぱり、こういった国の問題になって文科省の管轄になります

が、もっといろいろ倫理哲学、或いは宗教というのも僕は学んだ方が

いいと思います。それを言うと、いかにもカルトというのですがそう

いった基礎知識がないものだから、すぐネットで飛びついてしまっ

て、自分で判断できずにいかにも自分の中で都合のいいものを自分の

意見として取り入れて思い込んでしまうと、そうすると自分と違った

ものを排除してしまうというそういった社会の根源があると思うの

で。そういったのをこの羽島郡はせめても、自分で生き方を見つけら

れるような、自分でそういった考え方をしっかりと持てるような、そ

ういった子どもたち、大人になって欲しいなというふうに思っていま

す。できることなら色々な人の意見生き方とか考え、そういったもの

をもっともっと吸収して欲しいと思います。学校の学習も大事です

が、自分の確固たる自信を持てる、これはこういう言い方をするの

だ、私はこういうようなことを、人生の信条しているのだと、そうい

うのを人に向かって堂々といえるような人間っていうのは勝ち残って

いくってものだと思います。「勝ち残っていく」っていうものって言

い方、適切じゃないかもしれませんけど、時代の波に揉まれることな

く、乗り越えて波に乗って、さらに一歩二歩に動いて、この地域です

ね、色々な意味で活性化のリーダーとなって、みんなを引っ張ってく

れるとかそういった人材を、一人でも二人でも生み出していく。それ

がこの羽島郡の教育の、この中では理想じゃないかなと思っていま

す。また、こういったことを、すぐにはなかなか解決策ないと思いま

すがまずはこういった議論を、色々な機会で、特に親御さんにしてい

ただきたいなと。もう今、さっき、いわゆる岩井さんが子離れってい

うことがありましたが、もう今、子どもに依存しています。多くの。

ＳＮＳを見ていて、ちょっと嫌だなと思うことがあるのです。自分の

子どものことを息子ちゃんとか娘ちゃんとか言うのです。これって、



18 

 

僕の世代だとね、ちょっと何か考えられないことです。でもそれがも

う当たり前になっている。そういったことじゃなく、子どもは子ども

の人生がある。親は親の人生がある。みんなそれぞれ色々な人生言い

方考えられてそういったね、みんな違って皆いいというようなもの

を、何とか学校現場だけじゃなく、地域や我々行政の人間もしっかり

と手本となるように示していきたいちょっと熱くなりましたが、そう

いう思いであります。 

 

生涯教育課    ありがとうございます。 

課長       今、七人の方の意見が出ました。それぞれの方の意見を聞いた中

で、こうしたらいいと、また新たに意見がありましたら、ぜひお願い

したいと思います。ご意見はございませんか。 

いろいろなご意見ありがとうございました。これをもちまして、令

和五年、岐南町笠松町総合教育会議を閉会させていただきます。 

本日の会議の議事録につきましては、事務局で作成しまして、ホーム

ページにて公表する予定でございます。 

本日は皆様方にはお忙しい中ご出席いただき、ありがとうございま

した。以上です。 

ありがとうございました。 

 

教育長       今日はありがとうございました。 

もう終わって閉めてしまってあれですけど。色々な見方があるなと

思うし、うちは常々、川の中がどうなっているかを知ることも大事だ

し、橋の上に立ったら川がどうながれていくかでも大事だし、或いは

見る方向感とか、高さ、様々なところからやっぱり一つの事象、やら

なくてはいけない。今日いただいたご意見を自分なりにも教育委員会

なりにも整理をして、一つの羽島郡としてのこれだというものを示し

ていきたいと思います。どうもありがとうございました。 


